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平成１７年（排）第１６号 

排  除  命  令  書 

 

             東京都新宿区歌舞伎町二丁目３１番１１号 

              シルバー精工株式会社 

               同代表者 代表取締役 佐々木 三郎 

 

 公正取引委員会は，上記の者に対し，不当景品類及び不当表示防止法（以下「景

品表示法」という。）第６条第１項の規定に基づき，次のとおり命令する。 

 

            主    文 

     １ シルバー精工株式会社は，「ニューアクアイザー」と称

する家庭用品の取引に関し，一般消費者の誤認を排除する

ために， 平成１６年６月ころから平成１７年１２月１０

日ころまでの間インターネット上に開設し一般消費者に対

し閲覧可能な状態にしているホームページに掲載した広告

及び平成１７年３月２５日ころから平成１７年１２月９日

ころまでの間一般消費者に配布していたパンフレットにお

いて，当該商品を用いて水道水から生成される水を飲用す

ることにより，高い抗酸化力で体内の活性酸素を消去でき

るかのように表示しているが，かかる表示は，当該商品の

内容について，一般消費者に対し，実際のものよりも著し

く優良であると示すものである旨を速やかに公示しなけれ

ばならない。この公示の方法については，あらかじめ，当

委員会の承認を受けなければならない。 

     ２ シルバー精工株式会社は，今後，「ニューアクアイザ

ー」と称する家庭用品又はこれと類似の商品の取引に関し，

表示の裏付けとなる合理的な根拠をあらかじめ有すること

なく前項と同様の表示をしてはならない。 

     ３ シルバー精工株式会社は，第１項に基づいて行った公示

について，速やかに文書をもって当委員会に報告しなけれ

ばならない。 

 

別添３ 
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            事    実 

１ シルバー精工株式会社（以下「シルバー精工」という。）は，肩書地に本店を

置き，家庭用品等の製造販売業を営む事業者である。 

２(1) シルバー精工は，水道水からミネラル還元水素水と称する水を生成すること

を標ぼうする「ニューアクアイザー」と称する商品（以下「ニューアクアイザ

ー」という。）について，自ら又は販売業者を通じて一般消費者に販売してい

る。 

(2) シルバー精工は，平成１６年６月ころから平成１７年１２月１０日ころまで

の間インターネット上に開設し一般消費者に対し閲覧可能な状態にしていたホ

ームページに，また，平成１７年３月２５日ころから平成１７年１２月９日こ

ろまでの間一般消費者向けに配布していたパンフレットに，それぞれ，ニュー

アクアイザーの広告を掲載している。 

３ シルバー精工は，前記ホームページ（別添写し１）において，「ミネラル還元

水素水の上手な飲み方 ミネラル還元水素水はつくってからすぐ飲むのが理想

的。」等と記載した上で，「「ニューアクアイザー」のミネラル還元水素水は高

い抗酸化力で活性酸素を消去します。」と記載し，また，前記パンフレット（別

添写し２）において，女優がコップに入った水を手にしている写真を掲げ，「元

気でいるために、お水選びは大切なことですね。」と記載し，「いつでもどこで

も コーヒー、お茶、お料理に」等と記載した上で，「ＮｅｗＡｑｕａｙｚｅｒ
ニ ュ ー ア ク ア イ ザ ー

は、高い抗酸化力で“活性酸素”を消去する働きを持つ「ミネラル還元水素水」

をいつでも、どこでも簡単につくれるポットタイプの生成器です。」，「「ニュ

ーアクアイザー」のミネラル還元水素水は高い抗酸化力で活性酸素を消去しま

す。」と記載することにより，あたかも，ニューアクアイザーを用いて水道水か

ら生成される水を飲用することにより，高い抗酸化力で体内の活性酸素を消去で

きるかのように表示している。 

４ 公正取引委員会は，前記３の表示について，景品表示法第４条第１項第１号に

該当する表示か否かを判断するため，同条第２項の規定に基づき，シルバー精工

に対し，期間を定めて，当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料の提出

を求めたところ，シルバー精工は，当該期間内に当該表示の裏付けとする資料を

提出したが，当該資料は，当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示すものであ

るとは認められないものであった。 

５ 本件について，当委員会が調査を開始したところ，シルバー精工は，ホームペ

ージについては，平成１７年１２月１０日ころ，パンフレットについては平成１
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７年１２月９日ころ以降，前記３記載の表示を取りやめている。 

 

            法 令 の 適 用 

 上記事実によれば，シルバー精工が行っている表示は，景品表示法第４条第２項

の規定により，ニューアクアイザーの内容について，一般消費者に対し，実際のも

のよりも著しく優良であると示すことにより，不当に顧客を誘引し，公正な競争を

阻害するおそれがあると認められる表示とみなされるものであって，かかる行為は，

同条第１項第１号の規定に違反するものである。 

 よって，主文のとおり命令する。 

平成１７年１２月２６日 

 

公 正 取 引 委 員 会 
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